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情報通信研究機構（NICT）における今後の研究開発について

２００９年９月２４日
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１. 情報通信研究機構（NICT）の概要
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情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）

主たる業務
 情報の電磁的流通及び電波の利用に関する技術の研究及び開発
 高度通信・放送研究開発を行う者に対する支援
 通信・放送事業分野に属する事業の振興

設立時期 平成１６年４月１日

中期計画 平成１６年４月～平成１８年３月
平成１８年４月～平成２３年３月

予算・要員

予算： 約４０３.３億円（平成２１年度）
（運営費交付金 約３４２億円）

要員： 常勤職員 ４２３名（平成２０年度末）

NICT: National Institute of Information and Communications Technology

小金井研究本館 外観
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NICTの沿革

独立行政法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）

2004(平成16)年4月1日

独立行政法人通信総合研究所（CRL） 通信・放送機構（TAO）

1896(明治29)年10月 逓信省電気試験所において無線電信の
研究を開始

1915(大正 4)年 1月 逓信省電気試験所平磯出張所を設立
1935(昭和10)年 5月 型式検定制度を制定
1940(昭和15)年 1月 標準電波(JJY)発射業務を開始(検見川) 
1948(昭和23)年 6月 文部省電波物理研究所を統合
1952(昭和27)年 8月 郵政省電波研究所の発足
1964(昭和39)年 5月 鹿島支所を開設

(直径30mパラボラアンテナ施設を完成)
1988(昭和63)年 4月 電波研究所を通信総合研究所に名称変更

(郵政省通信総合研究所) 
1997(平成 9)年 7月 横須賀無線通信研究センターの発足
2000(平成12)年 7月 けいはんな情報通信融合研究センターの

開設
2001(平成13)年 1月 郵政省が総務省に再編

(総務省通信総合研究所）
2001(平成13)年 4月 独立行政法人通信総合研究所の発足
2002(平成14)年 8月 アジア研究連携センターの開設

1979(昭和54)年 8月 通信・放送衛星機構を設立
1982(昭和57)年 8月 君津衛星管制センターを開所
1992(平成 4)年10月 通信・放送機構に名称変更

2000(平成12)年12月 衛星所有業務を終了
2001(平成13)年 7月 民間基盤技術研究促進業務を開始
2002(平成14)年 3月 衛星管制業務を終了
2003(平成15)年 4月 基盤技術研究促進センターの権利業務

の一部を承継



第２期中期計画期間におけるNICTの組織と研究体制

第二研究部門

第三研究部門

研究推進部門

連携研究部門

総合企画部

総務部

財務部

理事長

第一研究部門

新世代ネットワーク構築技術

ユニバーサル・コミュニケーション基盤技術

電磁波計測研究センター

情報通信ｾｷｭﾘﾃｨ研究センター

未来ICT研究センター

新世代ワイヤレス研究センター

新世代ネットワーク研究センター

知識創成コミュニケーション研究センター

ユニバーサルメディア研究センター

安心・安全のためのＩＣＴ

主たる業務 （ 「独立行政法人情報通信研究機構法」より）
● 情報の電磁的流通及び電波の利用に関する技術の研究及び開発
● 高度通信・放送研究開発を行う者に対する支援
● 基盤技術研究の推進
● 通信・放送事業分野に属する事業の振興

基盤技術研究促進部門

情報通信振興部門

内部の自ら研究

外部連携研究

プログラム
コーディネーター

事業振興

基盤技術研究

民間・大学との効率的な連携、
委託研究＋拠点研究を推進

（成果の社会還元、知財確保・技術移転、国際連携、標準化を推進）
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研究開発における産学官連携の推進

○ プログラムコーディネーターを中心とした産学官連携による研究開発
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・特別プロジェクトへ参加
（ＡＫＡＲＩ、MASTER）

プログラム
コーディネーター

コーディネーター会議コーディネーター会議

指導・助言

フォーラム活動等
･新世代ＮＷ研究開発戦
略本部

・新世代ＮＷ推進フォー
ラム

・量子ICT運営会議

・超臨場感コミュニケー
ション産学官フォーラム

・けいはんな情報通信
オープンラボ研究推進
会議

・ NICT/EMC-net

国際会議等
・ITU-T、IEEE関連会合

・二国間シンポジウム、
フォーラム

・ITU-R、CISPR会合

・外国企業等との意見交換

定期的
指導・助言

シンポジウム等

（例）ＮＩＣＴフォトニックネット
ワーク研究成果発表会

神谷プログラムコーディネーターの指導
のもと、連携研究部門と新世代ネットワー
ク研究センターの共同企画として、標記
研究成果発表会をH20.11.6開催。同分

野に関する委託研究及び自主研究につ
いて、口頭発表、ポスター・試作機器等の
展示を実施。約270名が参加。

研
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了

研
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実
施
（
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～
５
年
）

公
募
・
採
択

テ
ー
マ
選
定
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評価ヒアリング
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参加

企画
指導

研
究
実
施

外部評価委員会外部評価委員会

機構全体
への意見

参加

研究計画書作成

成果の公表成果の公表
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情報通信研究機構

新
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

新世代ネットワーク研究開発戦略本部

戦略ワーキンググループ （研究開発戦略を策定）

・研
究
委
託

・テ
ス
ト
ベ
ッ
ド

戦
略
を
指
針
と
し

た
研
究
開
発

•研究開発戦略の検討

•社会・経済的側面の検
討

•実証実験等の推進

•ビジョン共有・発信、啓
発活動

•欧米アジアとの国際連
携の推進

産学官の英知を結集

積極的に参画
活動をリード

異分野の知見
を戦略に反映

戦略の提示
啓発活動

参画

参
画

新世代NWアドバイザリー会議

戦略本部での研究開発戦略の検討に、産業
界の観点から意見を入力

参
画

助
言

産学官連携の場
方針共有の場

研究部門・
連携部門

民間企業・大学等

研究開発における産学官連携の推進

○新世代ネットワーク研究開発における産学官連携
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平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

477名 455名 433名 423名

常勤（パーマネント）職員数 （年度末時点）

新規採用職員数

運営費交付金

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

34名 18名 0名 7名 8名

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

381.1億円 369.6億円 362.7億円 353.3億円 342.0億円

対17年度比 －3.0％ －4.8％ －7.3％ －10.3％

職員数及び予算額

●中期目標における「人事に関する計画」

常勤の役員及び職員に係る人件費を中期目標の期間の最後の事業年度において、
平成17年度決算比５％以上削減させる。
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●平成20年度末の常勤職
員数は、平成17年度末比
で54名減
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２. NICTにおける今後の研究開発の在り方
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今後、ＮＩＣＴが推進すべき研究開発領域
 ＮＩＣＴは、社会が直面する課題への対応にＩＣＴが大きく貢献し得ることを踏まえ、成果の

社会への還元を最大化することができるよう、研究開発を推進

 ＮＩＣＴが推進すべき研究開発の領域を、次のように社会の要請に対応して設定し、「ＵＮＳ
研究開発戦略プログラムⅡ」に加えて一層重点化

① 国・社会を豊かにするためのＩＣＴ
社会経済活動や国民生活を支える情報流通基盤であるネットワークを構築するためのＩＣＴであり、産業の

国際競争力の強化に主として必要なＩＣＴ。

② 環境を保全し、安全な社会を構築するためのＩＣＴ
グローバルな課題である環境問題に対処するとともに、社会経済活動や国民生活を支える情報流通基盤

であるネットワークの利活用を脅威から守り、ネットワークを活用して災害、犯罪などによる国民の不安を軽
減させ、安全な社会を構築するためのＩＣＴ。

③ 人に優しいコミュニケーションを実現するためのＩＣＴ
人が時間、場所、言葉、文化等の制約を超えて容易に人や情報に接することができるようにするためのＩＣ

Ｔ。

④ 社会経済活動・国民生活を支える標準・指針を社会に提供するためのＩＣＴ
社会経済活動や国民生活を支える基盤として各種の標準や指針があるが、情報通信分野の研究開発に

より社会に提供できる標準・指針を継続的・安定的に提供するためのＩＣＴ（時間・周波数標準技術、電磁環
境保護技術等）

⑤ 新しい情報通信パラダイムを創出するためのＩＣＴ
高度に先端的な研究開発を推進することによって、将来、これまでとは全く異なる新しい情報通信パラダイ

ムを創出するＩＣＴ（バイオＩＣＴ、ナノＩＣＴ等）



科学技術基本計画（第３期） 、
UNS II 、i-Japan戦略2015 等
より各項目を抽出

人に優しいコミュニケーションを
実現するためのＩＣＴ

国・社会を豊かにするための
ＩＣＴ

社会経済活動・国民生活を支える
標準・指針を社会に提供するためのICT

●災害の予知

●災害発生時の救援・復旧

●医師不足による
治療不備の解消

●医療従事者の過労対策

●食の安心の確保

●防犯システム
の高度化、プラ
イバシー保護と
の両立

●事故防止シス
テムの高度化

●医療の地域格
差解消

●教育等の地域
格差解消

●地域経済の活性化、地域発展への寄与

●仕事と子育ての両立

●介護システムの充実

●高齢者等にも
優しい社会

環境を保全し、安全な社会を
構築するためのＩＣＴ

●生涯学習教育

●教育の高度化
（リアルな教材
の提供、ICTリテ
ラシー、情報モ
ラル教育）

●文化・生活の
多様性への対
応

●メディア融合

●サービスの生産性向上

●価値の確実な流
通の実現

●新たな価値
の創出

●電子政府・eデモクラシー

●エンターテインメント

●要介護者の負担軽減
高齢者・障害者の社
会参加促進

●交通環境の改
善、渋滞の緩
和対策

●物流効率化

●医療の高度化

●安心・安全なネットワー
ク利用環境の実現

●高精度な時空
基盤の提供

●コンテンツの創造、
分析、流通

●スーパーコミュニ
ケーション

（音声翻訳、情報信憑
性検証等）

●超臨場感コミュニケーション

●地球環境の保全

●地球温暖
化・エネ
ルギー問
題の克服

新しい情報通信パラダイムを
創出するためのＩＣＴ

●生体の機能に学ぶＩＣＴ
基盤の構築 ●誰もが元気に暮らせ

る社会の実現

●大規模自然災害への対応

●大規模事故への対応

●感染症等の流行への対応

●コミュニケーションの
高度化による心の豊
かさの確保

●（若年層を中心とした）
科学技術への関心の
低下への対応

●少子高齢化への対応

●あらゆる分野での計
算機資源の活用

●テレワーク

●大規模データベースの
統合利用

●国際競争力の強化

●ＥＭＣ

●フロンティア
（先端科学のサポート、先端知識の共有と
浸透）

大くくりした社会の要請に対応するＩＣＴ
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国・社会を豊かにするためのＩＣＴ

ネットワークアーキテクチャ
技術

ネットワーク基盤技術

ネットワークセキュリティ
技術

ワイヤレスNW技術（アンビエン
トワイヤレス・宇宙利活用）

環境を保全し、安全な社会を構築するためのＩＣＴ

 NGN (Next-Generation Network)のさらにその先を見

据えた、新しい設計思想に基づく「新世代ネットワー
ク」を新しくデザインしていくことによって課題を抜本的
に解決することを目指す。

 快適な電子的行政サービス、医療サービス、大容量
データ伝送サービスの安心・安全確保に繋げるため
のネットワークセキュリティを実現。

 有無線の多種多様なネットワーク相互接続性の確保
を視野に、信頼でき、環境にも優しく、利便性の高い
ワイヤレスネットワーク技術を実現

 宇宙からのセンシング情報等を遅滞なく、確実にユー
ザに伝送するシステムを構築するための技術を実現。

リモートセンシング
（電波から光まで）

宇宙環境計測

防災減災情報収集技術

 人類を取り巻く様々な環境問題、安全に生活するため
の課題を解決するための情報収集・利用能力を高め、
近未来の地球を人類にとってより安心な生活空間にす
るための基盤技術を確立。

 地上から近地球宇宙空間まで、人類の活動空間にお
ける各種計測、情報通信、情報利用のための基盤技術
を研究開発。

 リモートセンシング、大規模シミュレーション・数値計算、
宇宙環境インフォマティックスなどの研究開発を行うと
ともに、防災・減災のために具体的に応用するための
システムを研究開発。

主要な技術領域

主要な技術領域

物理フォーマット無依存ノード

ワイヤレスNW

研究開発領域とその対象となる技術領域についての考え方
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人に優しいコミュニケーションを実現するためのＩＣＴ

超臨場感メディア技術

音声・言語技術

情報分析基盤技術

 高齢化、環境問題などの社会の諸課題を克服
し、さらには、こころ豊かに生活でき、世界中の
人々が交流できる社会の実現に貢献すること
を目的に、いつでも、どこでも、誰とでも、自然
に、そして感動的にコミュニケーションを行うこと
ができるユニバーサルコミュニケーション技術
を確立する。

 映像・音響技術、音声・言語技術、情報分析技
術、知覚認知メカニズム解析技術などを結集し
て、自然に、正確に、感動的に、そしてより知的
にコミュニケーションを行うことができる技術の
実現を目指す。

主要な技術領域

社会経済活動・国民生活を支える標準・指針を提供するためのＩＣＴ

時空標準技術

量子標準計測技術

ＥＭＣ技術

 基盤的研究においては、物理法則の極限に迫り、知
のフロンティアを切り拓くような夢のある先端的な研究
開発を、明確な方向性を定めて戦略的に進める。

 光と電波の双方で、新しい周波数の開拓と周波数利
用効率の向上による周波数資源を開拓する。

 周波数標準、標準時の供給、機器の試験や電磁環境
適合性（EMC)評価等の業務、サービスに対し、それが

時代のニーズに応え続けられるよう継続的な研究開
発を行う。

 ネットワーク・機器をふくむ広い範囲の社会基盤を支え
る業務、サービスを行う。

主要な技術領域

研究開発領域とその対象となる技術領域についての考え方

12
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新しい情報通信パラダイムを創出するためのＩＣＴ

脳情報通信技術

光・量子ICT

バイオ・ナノ融合ICT

 光・量子ICT、ナノ・分子・バイオICTなどの

高度で且つ先端的・先進的な技術分野の
研究開発を通して、これまでとは全く異な
る新しいコミュニケーションパラダイムを
生み出すことで、20 年後の日本の糧とな
るICT の「種」をつくることを目的とする。

 脳研究の成果を情報通信に生かし、脳機
能を応用した新世代のネットワークの実
現、真に伝えたいことを伝えることができ
る情報通信の実現を目指す。

主要な技術領域
ユーザドメイン

量子ネットワーク層

秘密鍵

量子物理や生体に学ぶ
ネットワーク新原理

ユーザドメイン
フォトニックネットワーク層

新世代ネットワーク
物理層の革新
(量子・ナノICTによる
光源、ルータ、中継器、
メモリ、検出器) 宇宙圏とのリンク

研究開発領域とその対象となる技術領域についての考え方
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NICTの研究開発体制の在り方

○ 基礎的・先端的な研究開発の推進

基礎的・先端的な研究開発領域の研究開発を効率的・効果的に
推進することにより、我が国のICT基盤の維持・発展を可能とする
よう、ＮＩＣＴの体制を整備。

○ プロジェクト型の研究開発の推進

上記の体制に加え、今後は、高度なＩＣＴ基盤の構築、産業や生
活面での効率性・生産性の向上、国際競争力の強化等、社会の
様々な要請に的確に応えていくため、プロジェクト型の研究開発を
産学官連携の下に機動的に立ち上げ、強力に推進。
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社会の要請１ 社会の要請２ 社会の要請３ 社会の要請４ 社会の要請５

プロジェクト１

プロジェクト２
プロジェクト３

考え方

● 大くくりした社会の要請とこれに対応し
たＩＣＴの研究開発領域を設定。

この研究開発領域（基礎的・先端的な
研究開発の領域）をＮＩＣＴの研究開発活
動全体の基盤とする。

● この基盤をベースに、個別の社会の要
請に対応してプロジェクトを機動的に立ち
上げ、研究開発を推進して成果を展開す
る。

研究開発活動の
基盤構造の面

：主たる対応関係

：従たる対応関係

プロジェクトの推進方策

●社会の要請に基づく明確な目標の設定

●オールＮＩＣＴ及び産学からの人材の結集

●研究資源配分の重点化

●ＮＩＣＴ自主研究と外部委託研究の有機的運用

●研究開発支援体制の充実

●フォーラム活動との連携

基礎的・先端的な研究開発とプロジェクト型の研究開発の考え方

プロジェク
ト４
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３. 新世代ネットワークに関する研究開発
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インターネット – あまりにも複雑・構造的破綻

 新しい機能を積み上げられない  未来社会を支えるサービスを提供できない

Original Internet 
Architecture

mobility

anycast

flow-
label

guaranteed
service?

universal communication?

small devices? authentication?

L2: Datalink Layer

L3: Internet Layer

L4: Transport Layer

• 命を預けられるか?(遠隔医療、交通、緊急通報)
• 生活を預けられるか?(防犯、契約行為、金融)
• 生活を豊かにできるか？(センサー、RFID)
• 安心した生活が送れるか?(対スパム、耐攻撃)
• あと何十年使えるの？(インフラ、持続社会)
• 未来の変革を受け入れる余裕は?(未知の要求)

機能がどんどん積み上げられてきた

個々はOKでも全体は×

一から作り直すべき時期が迫っている！

レイヤーがどんどん挟まれてきた

dependability?
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現在

改訂版
次世代NW

新世代NW

2005 2010 2015

過去
次世代NW(NGN)
インターネット

2) そこへ向かって移行
Evolutional R&D

1) 新しいアイディア
Clean Slate R&D

ビジョン・設計図

新世代ネットワークへのアプローチ
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新世代ネットワークの研究開発に関する取組み

○ 新世代ネットワークは、現在構築が進展している次世代ネットワークＮＧＮ
の先を見据えたものであり、インターネットの改良だけでは解決が困難な
技術的課題や限界を、既存の技術にとらわれずに白紙から新しく設計す
ることによって抜本的に解決することを目指すもの。

○ ＮＩＣＴでは、研究開発の推進のため、学界・産業界から優れた人材の参
画を得て「新世代ネットワーク研究開発戦略本部」を立ち上げ、研究開発
戦略を検討。

・「新世代ネットワークビジョン」を策定。
・５つのネットワークターゲットと、これを支える基盤領域を設定。

○ また、産官学で研究開発戦略の共有等を図るため、総務省とともに「新世
代ネットワーク推進フォーラム」において積極的な役割を果たし、産学官連
携活動を推進。

○ さらに、海外との間で戦略的に協力関係を構築することとし、米国及び欧
州の関係機関との間で情報交換・意見交換を定期的に実施。
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新世代ネットワークビジョン

次世代ネットワークのさらに先を見据え、様々な社会問題や課題を情報通信技術の力で解決することにより、豊
かな地球文明を持続可能とする。
個人や社会の潜在能力を開花させることにより、豊かで質の高い生活を実現する。
多様性を許容することにより、人類社会を永続的に発展させる情報通信の基盤となることを目指す。

顕在化する社会問題に挑戦 (Minimize the Negatives)
エネルギー問題、格差問題、少子高齢化、自然災害など、
地球規模で差し迫ってきた社会的な課題を明確に意識し、
その解決に対して寄与することを目指す。

新しい価値観の創造 (Maximize the Potential)
人や社会の潜在能力を開花させ生活の質や生産性を向
上させる新たな価値を創造するため、個人の知識、地域コ
ミュニティのパワー、組織や社会に潜在している暗黙知な
どの広い意味での世界の潜在能力を開花させていくことを
目指す。

地球文明の新しい形での発展 (Inclusion)
文化的地理的な多様性や個人の多様性を許容して共
生する地球文明の新しい形での発展のために、これら
の多様性を尊重し協調を促進する新しい社会システム
の構築を担うことを目指す。
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技術ターゲット

人 モノ

地球

社会

生活

A.価値を創造するNW
A-1：サービス創造NW
A-2：メディア創造NW

E．地球にやさしいNW
E-1：グリーンNW

E-2：周波数資源の最大化

C.生活環境を支えるNW
C-1：量的爆発を支えるNW

C-2：見守ってくれるNW

B.トラスタブルネットワークNW
B-1：トラスタブルネットワーク社会基盤
B-2：人と社会が信用できるネットワーク

D.制約を意識させないNW
D-1：多様性を収容するNW
D-2：NWユニフィケーション
D-3：“OMOTENASHI” NW

F. 新世代NWファンダメンタルズ
F-1：NW物理アーキテクチャファンダメンタル

F-2：知識社会NWファンダメンタル
F-3：NWアーキテクチャファンダメンタル

新世代ネットワーク研究開発で目指す五つのターゲットと基盤領域
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価値を創造するネットワーク

目標ネットワーク 技術目標

効果

サービス創造およびメディア創造を誘発し、新たな価
値を創出するネットワーク

• 情報社会から知識社会への変革による価値を創造
するネットワーク

• アイデアを形にする新産業の創出、およびそれを支
えるネットワーク

サービス創造ネットワーク

• 新たな価値を創出する基盤構築のための、知識情
報の配信・流通技術、およびサービス状況や意味解
析技術、それらを支える知識データベース構築技術

メディア創造ネットワーク

• 誰もが膨大な情報を発信でき、一方、状況に応じて
創生した有益な情報を安心して入手できるネットワー
ク環境技術

アイデアを形にする新産業の創出

• 2020年の世界市場規模は160兆円規模

• 知識配信業者、知識活用サービス事業者

• 誰もがサービスを創れることによる新たなバリュー
チェーンの構築、サービス生産性の向上

• サービスすり合わせ技術を日本から世界へ発信
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トラスタブルネットワーク

目標ネットワーク 技術目標

効果

高信頼性ネットワーク

• さまざまな脅威や障害を前提としつつも、持続可能
で安定したネットワーク

•プライバシー保護などの安全性と利便性の高さを両
立したネットワーク利用環境

トラスタブルネットワーク社会基盤

•ネットワーク、端末、ユーザ、および管理者を含めた
トータルな運用信頼性を提供する技術

メディア創造ネットワーク

•強固なプライバシー保護や人と社会の信頼性が、簡易
な設定で得られるネットワーク技術

ICT インフラへの安心安全を実現

•ICT への心理的不安要因を解決

•非常時・災害時にも機能する社会基盤獲得

•プライバシー情報・機密情報漏洩を極小化



NICT Strategic Headquarters for New Generation Network R&D 24

生活環境を支えるネットワーク

目標ネットワーク 技術目標

効果

あらゆるシーンにおいて生活者を支援する

センサー・アクチュエータネットワーク

• 生活環境に存在する膨大な量のセンサー・アクチュエータ
を地球規模であまねく接続、統合管理する大規模セン
サー・アクチュエータインフラと、その上で適応的かつリア
ルタイムにセンサーデータを処理することが可能なミドルウ
エアから構成される地球規模環境感知ネットワーク

量的規発を支えるネットワーク

• 全ての人、物、生活環境が生成する情報を感知追
跡駆動可能なグローバル・センサー・アクチュエータ・
クラウドの構成・制御・管理技術

見守ってくれるネットワーク

•状態変化や多様な要求に対して、柔軟に感知、追跡、
データ収集、データ処理、データ復元、駆動が可能な、
環境適応センサー・アクチュエータのミドルウェア基盤
技術

高いQoL(Quality of Life)の実現

• 食料資源の流通管理や食の安全の実現

• 高度なヘルスケア

• 実世界高精度インタラクションによる安心・安全（危険・
異常の検出，通知）の実現
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制約を意識しないネットワーク

目標ネットワーク 技術目標

効果

ネットワークの制約を意識せずに使える快適なネット
ワーク
・要求条件に合わせて異なるネットワークを同時運用可
能な多様性を収容するネットワーク

・ヘテロなネットワークにおいても首尾一貫としたサービ
スが可能なユニファイドネットワーク

・ユーザのリテラシーに応じたサービス提供が可能な
“OMOTENASHI”ネットワーク

多種多様な要求に対応できるネットワーク技術

・サービス単位等に合わせた異なる仕様のネットワーク
を複数運用可能な技術

・ユニファイドネットワークにおけるエンド・ツー・エンドで
の最適伝送を可能とする技術

・複雑な設定を必要とせず、ストレス無くネットワーク
サービスを利用可能な技術

個人にカスタマイズされたネットワークを提供
・ネットワーク運用管理の極限的簡易化
・自動ネットワークによるユーザストレスの解消
・マイグレーション容易化による進化ネットワークの
実現

・社会問題解決、未来社会実現の基盤インフラ提供
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地球に優しいネットワーク

目標ネットワーク 技術目標

効果

持続発展可能型ネットワーク

•情報を超低エネルギーで流通可能な「グリーンネットワー
ク」

•限られた周波数を多数の利用者、多様なアプライアンスで
共用する「周波数利用高効率型ワイヤレスネットワーク」

グリーンネットワーク（超低エネルギー情報流通）技術

•現在比で1/1000のエネルギーで単位情報量を転送可能な
ネットワーク
（エネルギー効率1000倍．現在技術ではエネルギー効率10倍程度が限界）

周波数資源高度利用技術

•動的周波数共有技術および小セル化からなる周波数利用
技術と、 未利用周波数帯(サブミリ波～テラヘルツ波)開拓に
よって実現する 周波数利用高効率化による、無線通信容量
（許容トラフィック量）の100倍化

地球環境負荷低減と通信量増大の両立

•エネルギー低減技術の強みを生かした情報通信市場の牽引

•更なる通信トラヒック増加、利用者増加、多様なアプライアン
スの許容

•省エネルギーネットワーク技術を用いた国際貢献

•あらゆる情報家電/アプライアンスのポータブル(ケーブルレ
ス)化によるユーザビリティの向上と新しいユースケース/ビジ
ネスモデルの開発
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新世代ネットワークファンダメンタルズ

目標ネットワーク 技術目標

効果

量的にも質的にも、超巨大なシステムの持続的運用
が可能なネットワーク基盤

• 超大規模化、複雑化、多様化などに代表される新世
代ネットワークの属性や状況に対応

• 多様な価値基準・機能性能指標に対応した基盤ネッ
トワーク

複雑化、学際化するネットワーク研究の基盤技術

• 超大規模複雑システムを支える学理的基礎と基盤技術

• 端末・人・社会の複雑な振舞を考慮したネットワーク基盤
技術

• 知識社会に対応した価値創発の基盤技術

• 先端物理、材料、デバイス領域とネットワーク領域の価
値連鎖構築

イノベーションの種をつなぐ

• 新世代ネットワークを支える基盤技術からの多様な
拡がり

• 知識社会、価値創発への貢献

• 物理・デバイス領域の日本の強みをネットワーク領
域へ展開

27
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４．３次元映像技術に関する研究開発
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３次元映像技術

○ ３次元映像技術は、高精細な立体映像の実現により、人間の機能と感性
に調和させつつ、あたかもその場にいるかのような臨場感を実現するた
めの研究開発。

○ この技術の実現により、視覚という人間の感覚をよりリアルに遠隔地間
でやりとりすることが可能となる。

次世代の遠隔診断や次世代デジタルミュージアム等、幅広い分野で必
要とされる中核技術であり、次世代産業の基盤技術と考えられる。



３～５年後に期待されるブレークスルー

３Dテレビ
（家庭利用可能な立体ディスプレイ）

（例）薄型フラットパネルディスプレイによ
り、家庭で３Dテレビが楽しめる他、教育
等幅広い用途に利用できる。

（例）店舗に実物の展示が難
しい車や家等を、立体映像や
音響で体感できる。

現行技術によるサービス例（３Dシアター）

特別な眼鏡を必要とせず、あたかもその場にいるかのような体感を実現する立体映像表
示技術。
地上デジタル放送のみならずデジタル広告、３Dネットカタログ等で巨大な市場を形成する可能性。

５～10年後に実現可能なサービスイメージ

3Dゲーム
（立体映像による体感ゲーム）

（例）立体映像対応家庭用
ゲームにより、臨場感溢れる
ゲームが体感できる。

商業利用
（３D店舗ショールーム）

市場規模：１５１兆円（2020年）

究極の3次元映像技術であ
る電子ホログラフィは、10年
後、Ａ６サイズで視域２０度、
カラーの動画が提示可能な
レベルに到達

裸眼立体映像技術の性能向上
○視差数を現在の数十倍に（100～200視差）
○解像度をハイビジョンの16倍以上に（８K以上）

・視点を変えても見え方が自然
・臨場感あふれる高精細な映像
・眼が疲れにくい

裸眼立体映像表示技術の革新
○薄型のフラットパネルディスプレイを量産可能とする技術革新

家庭利用への適用拡大

精細度

視差数

現在
精細度、視差数
の向上を加速

３～5年後

８K：水平解像度がおおよそ8,000画素である映像。ハイビジョン映像（水平解像度
1,920、垂直解像度1,080画素）の約16倍の解像度を有する。

視差数：一つの被写体を様々な方向から異なった
映像として見ることができる領域数

３次元映像技術
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撮影装置

カラー版再生像の例
リアルタイム
処理装置

RGB

モノクロ版
再生像の例

試作装置

複眼方式(IP)カメラ
NICT独自試作

HDTVカメラ

LCD（HD解像度/6.8μｍ）を3枚(RGB)
像サイズ 約1cm�、動画表示（30 fps）

カラーでのリアルタイム表示を可能とした

表示装置

○ 電子ホログラフィ

○大画面裸眼立体ディスプレイ

試作した裸眼立体ディスプレイ

プロジェクタアレイ

スク
リーン

• 小型高精細なプロジェクタを開発
し、１億超画素から出る光線を制
御する方式を開発

• プロジェクタアレイと７０インチ
スクリーンから構成する裸眼立体
ディスプレイを試作

• 高画質（ハイビジョン画質）の立
体映像提示を実現 ⇒ 世界最高
水準の画質

３次元映像技術の研究開発の現状
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５．脳情報通信に関する研究開発
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脳情報通信に関する研究開発

脳情報通信に関する研究開発は、脳研究の成果を情報通信に生かし、学界・
産業界との連携の下、次のような応用を図ろうとするもの。

（１）脳の機能を応用した高度なネットワークの実現

膨大な数の神経細胞を有する極めて複雑な組織体である人体を様々な
環境の中で制御している脳の機能を解明することにより、高度な情報通信
ネットワーク（自律性、環境適応性、自己修復性等に優れたネットワーク）を
構築。

（２）真に伝えたいことを伝えることができる情報通信の実現

～視覚情報・聴覚情報という制約からの解放～

人が伝えたい情報には、画像・映像（視覚情報）や音声（聴覚情報）とし
て表現し難いアイデア、イメージ、感動、感情など、様々な心の状態があり、
脳情報通信の研究の推進により、伝えたい情報と脳の働きの相互関係を
把握し、真に伝えたいことを伝えることができる情報通信を実現。



脳の機能を応用した高機能な
ネットワークの実現

輻輳

厳密制御の限界

溢れ出した情報
大規模・大容量ネットワーク
複雑化したネットワーク

膨大な数の機器の
接続

エネルギー消費量の
増加

脳情報処理の理論解析
情報エネルギー論

脳機能研究

真に伝えたいことを
伝えることができる情報通信

安全性

環境適応性

学習性

省電力性
自己修復性

頑健性

4

テーラーメイドＩＣＴ
ひとりひとりに適合した

エージェント

可愛い
猫を見つ
けたよ

可愛い猫
を

見つけた
よ

心象イメージ
イラストレータ

内語タイプライター

こころの表現手段の
充実と拡大

真に伝えたい・
受けたい情報の提示技術

感覚

心

伝えたい・受けたい
情報を快適に送受信

気分に合わせた環境調整
明るさ・明度・音量・帯域

情報ストレス
マネージメント

脳機能を応用した
高機能なネットワーク

医療・福祉・介護
ＢＭＩ技術

脳情報通信融合研究が拓く情報通信の未来

ユーザに合わせた
快適なインターフェース
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システムレベルの研究開発 遺伝子 神経細胞 神経回路

脳のメカニズムの学術的解明と応用情報通信技術的応用

行動

脳を知る 脳を守る 脳を創る 脳を育む

工 教育

脳を活かす
コミュニケーション科学 理 医

脳情報通信の研究課題
（コミュニケーション技術のための脳機能研究）

運動意図・注意
メカニズムの解明

多感覚認知メカニズムや
効果的情報提示指標の

研究開発

脳に知らせる
情報の概念・意識化
プロセスの解明

脳に訊く 脳を助ける

脳を測る
超高磁場ｆMRI、MEG、NIRSなどによる脳機能イメージングの研究開発

脳における情報処理アルゴリ
ズムや複雑系メカニズムの解

析・モデル化

脳に学ぶ

・ｆMRI : Functional Magnetic Resonance Imaging （機能的磁気共鳴画像法）・MEG : Magnetoencephalography （脳磁界計測法装置）・NIRS: 近赤外分光法 35
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（参考）
第２期中期計画期間における研究開発等業務の概要



新世代ネットワーク研究センター

光をコアに新概念の高信頼・高機能ネットワークを世界へ

情報通信分野に革新をもたらすコア技術を世界に先駆けて創出する

新世代ネットワーク研究センターを目指す。

研究開発概要

超高速から低速まで多様なサービスを展開し得る高信頼グローバルネットワークのための革新

的な技術を開発し、安心・安全な新世代のネットワーク社会の基盤を創ることを目標に、新世

代ネットワークアーキテクチャ、光ネットワークシステムとその基盤技術の開発を実施する。

ネットワークアーキテクチャ技術の研究開発

革新的ネットワーク技術を融合したペタビット級ネット

ワーク基本設計技術を研究

フォトニックネットワークシステム技術の研究開発

光領域の周波数利用効率を向上し高信頼な光ネットワーク

を低消費電力で構築する技術を研究

光波・量子情報通信、周波数・時空基盤の研究開発

物理限界に迫る光波・量子ネットワークのための基盤技術、

高精度周波数・時空基盤技術のネットワークへの融合を研

究

2015年までに、光技術をコアとする

高信頼かつ低エネルギーの新世代ネッ
トワーク基盤技術を確立する。

多重光処理回路

超低消費電力光ノードペタビット アーキテクチャ

時空基盤
光波・量子

大規模
光ラベル処理

光バッファ
ピコ秒

光スイッチ

フォトニック

技術
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新世代ワイヤレス研究センター

災害時の通話から医療の支援まで、ワイヤレスでもっとできる

これまでにないワイヤレス技術でいかなる時でも確実につなぐ

豊かなコミュニケーション社会を実現する研究センターを目指す。

研究開発概要

移動通信・衛星通信における更なるシームレス化・ユビキタス化・ブロードバンド化の実現、
人体内外無線通信基盤技術の確立など、さまざまな状況で利用可能な高度無線サービスを提供
するための要素技術の研究開発を実施。

シームレスネットワーク技術の研究開発

異なる方式の無線回線をまたいで、切れ目なく通信を行

う技術を研究

生体内外無線通信技術の研究開発

生体内外通信方式などインプラント医療ワイヤレスネッ

トを研究

宇宙通信ネットワーク技術の研究開発

携帯端末による移動体衛星通信技術などを研究

2015年までに、いかなる事態

でも必ず使える、頼れるワイ

ヤレスを実現する。

生体センサーと
携帯端末間の通信

病院でリアルタイムに診断

災害時にいつでも連絡できる
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未来ICT研究センター

ここから始まる未来の情報通信

ナノ・バイオ・情報通信の融合を通して、人に優しい豊かな未来の創造のために、

情報通信技術のイノベーションに挑戦する研究センターを目指す。

研究開発概要

人に優しい豊かな情報通信社会の創造に寄与するため、分子通信、脳情報通信などの新たな
ネットワーク技術の創出とそれらを実現する高性能、高機能デバイスの研究を実施する。

2015年までに、脳からの情報を

利用した簡単なコミュニケー

ション機器の操作を実現する。

2025年までに、

超低エネルギー

で高機能な情報

伝達を可能とす

る。
シリコン上に作製した

高分子光デバイス

極微情報信号制御技術の研究開発

新規ナノ材料とデバイス技術による超高感度光子検出器

や単一光子発生分子システムを研究

分子通信技術の研究開発

バイオモデルに見られる超低エネルギーで高機能な情報

伝達の仕組みを細胞・分子のレベルから研究

脳情報通信技術の研究開発

受け手にとっての情報理解の評価や、送り手の意図を脳

情報として通信に利用するための基礎技術を研究
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知識創成コミュニケーション研究センター

言葉・文化・能力の壁を越えて心が通うコミュニケーション技術の開発

いつでも、どこでも、だれでも、何でも、どんな方法でも

自由にコミュニケーションできる環境を実現する研究センターを目指す。

研究開発概要

ユビキタス情報通信基盤の上に、言語や知識、能力などあらゆる差異を越えることができるコミュ
ニケーション環境を構築するために、多言語翻訳、音声及び非言語対話、信頼できる情報の収集、
直感的情報提示をはじめとする多様なコミュニケーション技術の開発を実施する。

ナチュラルコミュニケーション技術の研究開発
多言語情報処理技術を確立して異文化コラボレーション
への展開を目指すとともに、言語に依らず音声や身振
り・手振りなどによって息の合ったコミュニケーション
を実現する技術を研究

ユニバーサル・コンテンツ技術の研究開発
ネット上の膨大・多様な情報から信頼できる「知の情
報」を取り出し、誰もが自在にコンテンツの創成・編
集・流通ができる技術を研究

ユニバーサル・プラットフォーム技術の研究開発
それぞれの人が暮らす屋内外の状況や個人の能力に合わ
せて、だれもが自然かつ自由に情報にアクセスし利用で
きるユニバーサルシティを実現する技術を研究

こちらのレバー
ではありません
か？

这个开关
在哪儿?

是不是这个开
关?

이스위치
는어디에
에있는
가?!

Where is
this lever?

このスイッ
チはどこ
か，よく分
からん !

Do you mean this lever?

時間・空間の共有メカニズム

知識の獲得・要約技術 多言語・マルチモーダル会話技術

インターネット

膨大・不確実情報 이레버
이다?

２０１５年頃までに、多言語翻訳・対話技術、高信頼情
報の流通技術、ユビキタス都市実現技術を構築
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ユニバーサルメディア研究センター

見える、聞こえる、触れる、香る、あなたのそばに超臨場感環境を実現

多感覚情報の伝達による超臨場感環境を実現し、自然でリアルな感覚を提供する新しいコミュニ
ケーション基盤を創成し、メディア技術の発展に先導的な役割を果たす研究センターを目指す。

研究開発概要

あたかもその場にいるかのような自然でリアルなコミュニケーションを実現するため、立体映
像、立体音響の再生技術の研究開発、超臨場感をもたらす知覚・認知メカニズムの解明と臨場
感実現のためのシステム要件の策定及び多感覚インタフェース技術の研究開発を実施する。

未来型３次元表示・超臨場感構築技術の研究開発

超臨場感空間環境を実現する電子ホログラフィ、音場再

生および統合化のための技術を研究

知覚・認知メカニズムの解明

人間の知覚・認知メカニズムに基づいた臨場感実現のた

めのシステム要件を研究

多感覚インタフェース技術の研究開発

視覚・聴覚・触覚・嗅覚などの多感覚情報を取得・統

合・提示し、共有場を生成する技術を研究 2020年までに立体映像システムや五感に訴え

る超臨場感コミュニケーションを実現する。
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情報通信セキュリティ研究センター

コミュニケーションの安心･安全をリードする

国民が常に安心・安全なコミュニケーションを享受できる環境の実現に向け、最先端の情報セキュ

リティの研究基盤、人材などを幅広く結集し技術基盤を形成する研究センターを目指す。

研究開発概要

サイバー攻撃等に対して検出、分析、対策等を容易に行えるネットワーク（tractable network）の実現の

ためのネットワークセキュリティ技術、情報・プライバシー保護のための暗号・認証技術等の研究開発を行

うとともに、災害による被害の防止・軽減を目指した情報通信技術の研究開発を行う。

ネットワークセキュリティ技術の研究開発

インシデント対策技術（攻撃イベントの収集管理、挙動傾
向・原因の分析等）、トレースバック技術（攻撃の発信元
や時間的推移の追跡）などを研究

暗号・認証技術の研究開発

暗号・認証プロトコルの設計・評価手法、暗号アルゴリズ
ムの安全性評価技術手法等を開発、CRYPTRECへ寄与

ユビキタス防災・減災通信技術の研究開発
災害に強い通信と災害時に役立つICTとして、RFID等の各
種デバイスを用いて防災･減災情報の正確な伝達を行う技
術等を研究

 2010年までに、サイバー攻撃等の数
分間程度での検出、高精度での発信
元追跡により、被害拡大を許さない
強固なネットワークを実現する。

 2010年までに、災害情報授受用デバ
イス等により情報収集･配信を20%以
上効率化するシステムを実現する。

ネット
ワーク

ネット

ワーク

ネット

ワーク

ウィルス

ワーム

ボット

トレースバック

政府・官公庁

一般ユーザ

企業等

Source Port 
No

Destination 
Port No.

TimeDestination IP Address

218.132.172.35Unknown Type

最
大
ポ
ー
ト

最
小
ポ
ー
ト最後の時刻 最初の時刻最小アドレス最大アドレス

インシデント分析
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電磁波計測研究センター

計測技術でめざす生存環境の安心・安全

ICTの応用により、環境情報の取得と利用および安全な電磁環境の形成を通じて、

社会的課題の解決と新たな価値を創造する研究センターを目指す。

研究開発概要

生活空間から地球規模、宇宙空間にわたる領域において、社会生活や生命の安心・安全の確保

や防災への貢献、各種情報通信機器の利用における安全と信頼性の確保のための電磁波計測技

術の研究開発を実施する。

リモートセンシング技術の研究開発

衛星搭載電磁波センサー開発による地球環境計測や多数セ

ンサーの結合による都市域の新たな計測技術を研究

宇宙環境監視・予測技術の研究開発

衛星測位等に障害を与える電離圏変動や宇宙機に障害を起

こす高エネルギー粒子等の宇宙環境計測技術と予測技術を

研究

電磁環境の研究開発

電磁妨害波による通信システムの影響評価、電波防護指針

の確立と曝露評価、無線設備やEMCの試験及び較正

TRMMによるハリケーン
カトリーナの観測

電波影響評価のための

数値人体モデル

2015年までに全
球降水分布の高精
度観測を実現、地球
規模水循環の全容
を把握する

2015年までに装着型無線
機器の安全評価手法を確立
し、安全な利用を促進する。
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連携研究部門

大規模テスト
ベッドなどによ
る産学官連携
研究の推進

先
導
的
役
割

・大学や企業などの外部研究機関への研究委託
・ベンチャー企業等での研究開発に対する助成

・大学や企業を結集した研究プロジェクトの推進
・大規模テストベッドなどの研究施設の構築・運用

通信・放送分野
における新技術
の開発及びその
支援

外部の研究リソースを活用した
効果的な研究開発を推進

Japan

Thai

Singapore

Korea

Hong-kong

To US

産学官の優れた研究者を結集

連携研究部門

各研究センターとの研究連携を推進

・内部・外部の研究リソースをより一層効果的・効率的に活用するための調整
・複数部門に跨る研究の統一的推進



研究開発テストベッドネットワーク「JGN2plus」

JGN２plusとは

ＪＧＮ２plusは、次世代のネットワーク関連の技術開発やアプリケーション開発などに活用することを目的としたオープンな研究開発ネット

ワークです。このネットワークは、ネットワーク関連の最先端の研究開発に加え、教育・医療・防災等の幅広い分野で地域社会に密接したア
プリケーション等の実証実験に利用することができます。

目的：研究開発/実証実験
研究成果により

未来のＩＣＴ社会を展望ご利用

JGN２plusの特徴

《全国から使える》
アクセスポイントは、全国５９箇所に設置されています。

《高速・大容量》
アクセスポイントによって異なりますが10０M～10Gbpsで接続できます。

《サービスが選べる》
２地点間接続、多地点接続が可能です。又、イーサネットレベル、
ＩＰレベルでの接続が選べるので、用途に合わせた使い方が可能です。

《最先端の環境》
最新技術に対応しており、多様な実験が可能です。
（IPv6、光テストベッド）

利用者のメリット

• 全国規模のネットワークを活用した各種の実験ができます。
• 回線やアクセスポイントの設備等はJGN２plusの専用設備で
あり、 自由に（帯域）、安全に（VLAN）お使い戴けます。

• 教育・医療・防災など、幅広い分野に活用戴けます。
VLAN：仮想的にグループ分けしたＬＡＮ
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研究推進部門

研究成果を国内外に展開し、社会へ貢献するとともに世界をリード

産学と連携しながら研究開発をバックアップし、知的財産権の活用や標準化など

アウトカムを意識した成果の発信を行うとともに、国際連携を推進します。

技術移転の例：

高消光比光変調ユニット

（特願2005-54209号：超高

消光比強度変調方法）

タイ科学技術省とNICTのMOU調印式

（2007年10月25日）

産学連携等を推進するとともに、研究成果を広く社会に展開してい

くため、全体的なコーディネートを実施。

・競争的研究資金等の獲得拡大支援を通して、研究成果の増大に寄与

・共同研究、連携大学院、包括協力協定等の推進による産学連携、研究

者交流の強化

国民生活の向上に直接貢献するＮＩＣＴ発技術として、特

許権の獲得を推進。

海外機関との共同研究、研究協力、人材交流等の推進や、海外

拠点も活用した国際的な取り組み。

国際標準の獲得に向けて、標準化活動を推進。

・産学との連携を通じて、国際標準化を推進

・若手交流会の開催等を通じた人材育成

成果発展 知的財産の創造

・民間企業、研究者発ベンチャーを通して、特許権の実用化を促進
国際連携

標準化推進

・アジア地域、北米地域及び欧州
地域の拠点も活用し、戦略的な国
際連携を推進

・フォーラム等の開催、各種国際
会議への参加、ＮＩＣＴ活動の発信、
情報収集機能の強化
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基盤技術研究促進部門、 情報通信振興部門

事

業

化

支

援

оベンチャー創業の情報
提供、助成金・出資等

оインフラ高度化の利子
助成等

о情報バリアフリーの情
報提供、助成金等

基盤技術研究促進部門 情報通信振興部門

Ｂ
Ｂ
の
普
及
支
援

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

情
報
弱
者
の
支
援

利便性の高い情報通信
サービスの浸透

IT新改革戦略

情報化

新規市場開拓につ
ながる民間の基盤
技術研究の促進

・成果の活用促進

・実用化につなげ
るための「橋渡し」

・公募型の研究委託の実施
・海外からの優秀な研究者の招へい

による民間企業交流
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３つの定常業務

無線設備の機器の試験・
較正

周波数標準値の設定・標準
電波の発射・標準時の通報

アンテナ
標準較正
システム

電波の伝わり方の観測及び
予報・警報の送信・通報

おおたかどや山
長波局

はがね山
長波局

★

宇宙天気
予報

センター
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